
 

■  目的 

         「安全で安心して暮らせる街、東京」  の実現に向けた諸対策を効果的に推進するため、 

  警察業務における課題等に関し、都民等からの意見や提案をインタ―ネット利用によるア    

  ンケートを実施することにより集約し、迅速かつ効果的に施策等に反映させることを目的と 

  する。 
 

■  制度の概要 

     １   調査対象者（けいしちょう安全安心モニター）  

         満１８歳以上の都内在住、在勤又は在学する者 １，０００名以内 

       ※    警視庁ホームページ上でモニターを公募し、応募者の中から、性別、年代、居住地 

      域等を考慮して候補者を選定し、電子メールにより通知（依頼） 

     ２   アンケートの実施 

      ○  調査方法  

                インターネットを利用したアンケートによる調査 

    ○  調査項目（アンケートテーマ）  

            重点的に実施している施策や今後取り組む課題等に必要な事項 

      ○ 調査回数 

               平成２５年度内に４回実施予定 

     ３ 謝礼         

        アンケート１回につき、図書カード（５００円券）１枚を年度末にまとめて交付 
 

けいしちょう安全安心モニター制度 
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回収数 構成比
904 100.0
456 50.4
448 49.6

7 0.8
82 9.1
182 20.1
196 21.7
148 16.4
178 19.7
111 12.3

　会社員 299 33.1
　公務員 23 2.5
　自営業 87 9.6
　パート・アルバイト 80 8.8
　学生 41 4.5
　主婦 198 21.9
　無職 133 14.7
　その他 43 4.8

　２３区部 606 67.0
　市町村部 278 30.8

　都外在住 20 2.2

　５０代
　６０代
　７０歳以上

職
業
別

都内在住
居住地域別

属 性
全 体

性
別

　男　性
　女　性

年
代
別

　１８歳～１９歳
　２０代
　３０代
　４０代

 
■ 調査テーマ                                                              

   「身近な犯罪の被害防止と交通事故防止」について                                          
■ 調査目的                                                                                                                                                                                         
       身近な犯罪のことや交通事故防止等について調査し、当庁の今後の施策等の参考とするため。                                                    
■ 調査期間                                                                      

    平成２５年１２月１７日（火）から平成２５年１２月２７日（金）までの間                                                                        
■ 調査方法                                                                     
    インターネットを利用したアンケート調査                                                                                                                           

■ 調査対象（平成２５年度けいしちょう安全安心モニター）                                 
    ９９１名                                                                                                                                                                                                 

   ※  公募した満１８歳以上の都内在住者、在勤者又は在学者                                 
■ 回答者数                                                                                        

    ９０４名（回答率 ９１．２％）                                                   

■ 回答者の属性                                                                                    

※集計結果は、百分率（％）で示している。小数点以下第２位を四捨五入して算出した。そのため、合計が100.0％

にならないものがある。                                                                                                                               

※ｎ（number of cases)は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するかを示す。          

調査の概要 
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◇自転車の防犯登録について                                                        

   Ｑ１    あなたや家族が自転車の盗難被害に遭ったことがありますか。                                                                                                                                          

   Ｑ２  都内の自転車盗難被害の件数は、昨年１年間でどれくらいだったと思い 
     ますか。                  
  Ｑ３  自転車の防犯登録制度があることを知っていますか。 
  Ｑ４  自転車の防犯登録についてどのような印象を持っていますか。 
  Ｑ５  自転車をインターネットショッピングで購入したり、知人から譲り受け 
     た場合でも、自転車の防犯登録をしなければならないことを知っていまし 
     たか。 
  Ｑ６  住所や電話番号が変わった場合、自転車の防犯登録を変更できることを 
     知っていましたか。 
  Ｑ７  防犯登録を除いて、あなたが自転車の盗難防止のために行っていること 
     は何ですか。 

◇子供の健全育成について 

  Ｑ８  少女の性を売り物にする店舗等（「ＪＫお散歩」、「ＪＫリフレ」等） 

     が出てきていますが、このようなお店があることを知っていましたか。                      
    Ｑ９  「少女の性を売り物にする店舗等」について、どのような印象を持ちま 
     すか。     
    Ｑ１０ 「少女の性を売り物にする店舗等」で女子高校生等が働く主な理由、原 
     因はどのようなことだと思いますか。 
  Ｑ１１ 「少女の性を売り物にする店舗等」のようなお店で女性高校生等が働く 
     ことに対し、どのような対策をとる必要があると思いますか。 
 
◇交通事故防止について                  

    Ｑ１２ あなたや家族が交通事故に遭うかもしれないという不安はありますか。 

  Ｑ１３ 反射材を知っていますか。 
  Ｑ１４ 反射材を活用していますか。 
  Ｑ１５ 活用している反射材用品はどのようなものですか。 
  Ｑ１６ 反射材用品を活用していない理由は何ですか。 
  Ｑ１７ 交通事故防止のために行っていることは何ですか。 

◇駅構内における粗暴事犯について 

  Ｑ１８ 駅構内において、けんかや暴力事件を見たことがありますか。 

  Ｑ１９ 駅構内において、自分や家族が何らかの犯罪に巻き込まれるかもしれな 
     いという不安を感じていますか。 
  Ｑ２０ 安全で安心な駅公共空間を構築するためには何が必要だと思いますか。  
       

平成２５年度けいしちょう安全安心モニター          
第３回アンケート 

「身近な犯罪の被害防止と交通事故防止」について 

  「安全で安心して暮らせる街、東京」の実現に向け、警視庁では、「規範意識の向上」と「地域の 

絆の再生」をキーワードとして、「犯罪の起きにくい社会づくり」に取り組んでいます。       

 今回のアンケートは、『身近な犯罪の被害防止と交通事故防止について』をテーマに、身近な犯罪

や交通事故防止に関する意識などについて調査し、犯罪の起きにくい社会づくりや交通事故防止のた

めの施策等に活用させていただくものです。 
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【全 体】(ｎ=904)

ある 

45.0% 
ない 

47.1% 

私も家族も 

自転車を 

持っていない 

7.9% 

自転車の防犯登録について 

Ｑ１ あなたや家族が自転車の盗難被害に遭ったことはありますか。 
   該当する項目を１つだけ選んでください。 
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【全 体】(ｎ=904)

※　平成２４年中の都内における自転車盗難被害の件数は５３，１８４件。

５０件くらい 

0.6% 
５００件くらい 

6.6% 

5,000件くらい 

35.7% 
50,000件 

くらい 

47.7% 

500,000件 

くらい 

9.4% 

自転車の防犯登録について 

Ｑ２ 都内の自転車盗難被害の件数は、昨年１年間でどれくらいだったと思いますか。 
   該当する項目を１つだけ選んでください。 
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【全 体】(ｎ=904)

知っている 

95.6% 

知らない 

4.4% 

自転車の防犯登録について 

Ｑ３ 自転車の防犯登録制度があることを知っていますか。 
   該当する項目を１つだけ選んでください。 
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盗難に遭っても戻ってきやすい

警察官から質問されたとき
持ち主の確認に便利

盗難を防止できる

【全 体】(ｎ=864)

撤去等された場合の問合せができる

Ｑ３で「知っている」を選択した方にお尋ねしました。
（９５．６％　８６４名）

※　「その他（n＝１００）」については、「登録しても盗まれるため意味がない」等の回
　答があった。

特にない

登録料が高い

防犯登録標識（黄色のシール）の
デザイン等が気に入らない

その他

登録手続きが面倒

登録方法がわからない

73.1  

70.0  

44.4  

27.5  

8.2  

4.4  

3.9  

3.6  

11.6  

0.7  

0% 30% 60% 90%

自転車の防犯登録について 

Ｑ４ 自転車の防犯登録についてどのような印象を持っていますか。 
   該当する項目を選んでください（複数回答可）。 
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【全 体】(ｎ=864)

Ｑ３で「知っている」を選択した方にお尋ねしました。
（９５．６％　８６４名）

　２０代（ｎ＝73）

　全体（ｎ＝864）

　１９歳以下（ｎ＝7）

　３０代（ｎ＝177）

　４０代（ｎ＝189）

　５０代（ｎ＝143）

※　１９歳以下、２０代で半数を下回っている。

　６０代（ｎ＝170）

　７０歳以上（ｎ＝105）

知っていた 

52.0% 

知らなかった 

48.0% 

自転車の防犯登録について 

Ｑ５ 自転車をインターネットショッピングで購入したり、知人から譲り受けた場合でも、自     

  転車の防犯登録をしなければならないことを知っていましたか。 

   該当する項目を１つだけ選んでください。 

年代別の認知状況 

52.0 

42.9 

43.8 

50.3 

53.4 

59.4 

50.0 

51.4 

48.0 

57.1 

56.2 

49.7 

46.6 

40.6 

50.0 

48.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた 知らなかった 
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Ｑ３で「知っている」を選択した方にお尋ねしました。
（９５．６％　８６４名）

　全体（ｎ＝864）

　１９歳以下（ｎ＝7）

【全 体】(ｎ=864)

　２０代（ｎ＝73）

　３０代（ｎ＝177）

　４０代（ｎ＝189）

※　２０代から４０代で平均（全体）を下回っている。

　５０代（ｎ＝143）

　６０代（ｎ＝170）

　７０歳以上（ｎ＝105）

知っていた 

32.9% 

知らなかった 

67.1% 

自転車の防犯登録について 

Ｑ６ 住所や電話番号が変わった場合、自転車の防犯登録を変更できることを知っていました 

  か。 

   該当する項目を１つだけ選んでください。 

32.9 

71.4 

28.8 

29.4 

23.8 

35.7 

36.5 

45.7 

67.1 

28.6 

71.2 

70.6 

76.2 

64.3 

63.5 

54.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年代別の認知状況 

知っていた 知らなかった 
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何もしていない

２個以上のカギをかける

本体カバーを掛ける

盗難防止アラーム等を付ける

有人の駐輪場等を利用する

本体や部品に名前等を書く

その他

Ｑ１で「私も家族も自転車を持っていない」以外を選択した方にお尋ねしました。
（９２．１％　８３３名）

短時間でも離れる場合は施錠する

路上に駐輪をしない

防犯性能の高いカギをかける

【全 体】(ｎ=833)

自宅等の屋内に保管する

81.8  

40.0  

34.5  

22.0  

20.2  

18.7  

16.9  

4.8  

0.6  

3.8  

4.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自転車の防犯登録について 

Ｑ７ 防犯登録を除いて、あなたが自転車の盗難防止のために行っていることは何ですか。 

   該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－１０－



【全 体】(ｎ=904)

知っていた 

45.6% 

聞いたことは 

ある 

43.0% 

知らなかった 

11.4% 

子供の健全育成について 

Ｑ８ 最近、少女の性を売り物とする店舗等（「ＪＫお散歩」、「ＪＫリフレ」等）が出てき 

  ていますが、このようなお店があることを知っていましたか。 

   該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１１－



金銭トラブルに発展する

発想が面白い新しい商売である

性的な被害に遭う

モラルが低下している

ストーカー等の被害に遭う

【全 体】(ｎ=904)

街の環境に悪影響を与える

街の活性化に役立つ

もうかりそうな商売である

社会のニーズに合っている

問題は特にない

その他

※　「その他（n＝１１５）」については、「店舗、利用者、未成年者に対する取締りや法
　規制が必要」等の回答があった。

関心がない

84.6  

79.1  

66.9  

63.9  

61.5  

7.7  

2.2  

1.4  

1.0  

0.1  

12.7  

0.4  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子供の健全育成について 

Ｑ９ 「少女の性を売り物とする店舗等」について、どのような印象を持ちますか。 
   該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－１２－



インターネットやテレビ等からの
情報による好奇心

精神的に幼い

異性に対する好奇心

学校の教育が不十分

わからない

遊んだりブランド物などを買うための
小遣い稼ぎ

危機意識が低い

有害な情報にさらされて
特別なことをしている感覚がない

【全 体】(ｎ=904)

保護者のしつけや教育が不十分

アルバイト感覚

遊び感覚

その他

自分を大切にしようという気持ちが薄い

社会全体の規範意識が低く
容認する風潮がある

友達の影響を受けやすい

家庭の事情等で経済的に余裕がない

家庭や学校等に居場所がない

様々な悩みからくるストレスの発散

65.2  

39.4  

29.0  

28.5  

24.7  

23.7  

16.0  

15.6  

9.5  

8.0  

8.0  

7.3  

5.4  

3.7  

2.8  

2.7  

4.2  

0.1  

0% 20% 40% 60% 80%

子供の健全育成について 

Ｑ１０ 「少女の性を売り物とする店舗等」で女子高校生等が働く主な理由、原因はどのような 

   ことだと思いますか。 

    該当する項目を３つ以内で選んでください。 

－１３－



その他

今ある法令による可能な範囲での取締り

警察における通報（相談）窓口の周知徹底

対策をとる必要は感じない

学校等との連携による防犯教室等の開催

声掛けの実施

わからない

新たな法令の制定による規制

保護者連絡を含む補導の徹底

健全育成の観点による
店舗の経営者等に対する指導

【全 体】(ｎ=904)

危険性等に関する情報発信

38.7  

11.9  

10.6  

10.0  

8.8  

5.2  

3.9  

3.0  

1.0  

0.4  

6.4  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

子供の健全育成について 

Ｑ１１ 「少女の性を売り物とする店舗等」のようなお店で女子高校生等が働くことに対し、ど 

   のような対策をとる必要があると思いますか。 

    該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１４－



【全 体】(ｎ=904)

ある 

97.2% 

ない 

2.8% 

交通事故防止について 

Ｑ１２ あなたや家族が交通事故に遭うかもしれないという不安はありますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１５－



【全 体】(ｎ=904)

知っている 

90.6% 

知らない 

9.4% 

交通事故防止について 

Ｑ１３ 反射材を知っていますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１６－



【全 体】(ｎ=819)

Ｑ１３で「知っている」を選択した方にお尋ねしました。
（９０．６％　８１９名）

※　「活用したことがある（計）」（５５．４％）
　＝「活用している」＋「以前は活用していたが現在はしていない」

活用している 

43.8% 

以前は活用 

していたが 

現在は 

していない 

11.6% 

活用して 

いない 

44.6% 

交通事故防止について 

Ｑ１４ 反射材を活用していますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

－１７－



犬の散歩用リード等

たすき等

その他

Ｑ１４で「活用している」を選択した方にお尋ねしました。
（４３．８％　３５９名）

自転車等に付けるグッズ

靴やバッグ等に貼り付けるシール、
ステッカー

あらかじめ反射材が付いた靴や上着等

【全 体】(ｎ=359)

キーホルダー等の小物

80.5  

39.6  

25.6  

22.0  

4.7  

4.2  

4.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通事故防止について 

Ｑ１５ 活用している反射材用品はどのようなものですか。 
    該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－１８－



※　「その他（ｎ＝５８）」について、「どこで購入できるかわからない」等の回答があ
　った。

Ｑ１４で「以前は活用していたが現在はしていない」「活用していない」を選択した方にお尋ねしました。
（５６．２％　４６０名）

準備や取付けが面倒

暗い時間は外出しない

デザイン等が気に入らない

【全 体】(ｎ=460)

購入費用がかかる

特に理由はない

効果が期待できない

反射材自体を知らなかった

その他

今まで危ない目にあったことがない

他に対策を講じている

31.3  

23.7  

19.8  

16.1  

9.6  

9.1  

6.5  

0.9  

12.6  

15.2  

0% 20% 40%

交通事故防止について 

Ｑ１６ 反射材用品を活用していない理由は何ですか。 
    該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－１９－



その他

何もしていない

周囲の状況に注意する

交通ルールを守る

暗い時間には外出しない

【全 体】(ｎ=904)

明るい色の服装を心掛ける

　　　

90.3  

84.1  

21.2  

15.6  

9.3  

0.3  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通事故防止について 

Ｑ１７ 交通事故防止のために行っていることは何ですか。 
    該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－２０－



【全 体】(ｎ=904)

※　「見たことがある（計）」（６６．９％）
　＝「何度も見たことがある」＋「２～３回見たことがある」
　＋「１回だけ見たことがある」
　＋「自分自身が当事者（被害者）になったことがある」
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駅構内における粗暴事犯について 

Ｑ１８ 駅構内において、けんかや暴力事件を見たことがありますか。 
    該当する項目を１つだけ選んでください。 

－２１－



【全 体】(ｎ=904)

※　「感じている（計）」（７７．５％）
　＝「大いに感じている」＋「ある程度感じている」
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21.5% 

全く 

感じていない 

1.1% 

駅構内における粗暴事犯について 

Ｑ１９ 駅構内において、自分や家族が何らかの犯罪に巻き込まれるかもしれないという不安 

   を感じていますか。 

    該当する項目を１つだけ選んでください。 

－２２－



防犯カメラの設置

警察官によるパトロール

ラッシュ時間帯の駅員による
警戒・誘導の強化

【全 体】(ｎ=904)

駅利用者のマナー向上

必要なものは特にない

暴力行為に対する取締りの強化

テレビ等を活用した広報啓発

ポスター等の掲示による広報啓発

暴力に関する罪の厳罰化

構内放送による広報啓発

その他
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駅構内における粗暴事犯について 

Ｑ２０ 安全で安心な駅公共空間を構築するためには何が必要だと思いますか。 
    該当する項目を選んでください（複数回答可）。 

－２３－


